
1914 手術　2018年 12月号

正誤表
雑誌「手術」第 72 巻第 7号（2018 年 6 月増大号）に誤りがございました。下記の
とおり訂正し，お詫び申し上げます。

2018 年 12 月� 金原出版株式会社
記

頁 訂正箇所（図 3．腹壁瘢痕ヘルニア治療のアルゴリズム）
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